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・田植え ・水張り ・水抜き ・刈り取り
・稲の出穂
（ ）⇒（ ）⇒（ ）⇒（ ）
⇒（ ）
◎メダカが成長や繁殖できる期間はどのくらい
だろう？
⑤メダカは、冬はどんなところで過ごすだろう？
蒲水が残った畦の小川
蒲道路の下の水が溜まる土管の中など
蒲大きな川や池や沼に戻る
◎どんなところが生き残りやすいかな？
⑥冬を過ごしたメダカの数は、秋に生きていたメダ
カの数に較べて、どのくらいの割合だと予想しま
すか？
同じ数
半分くらい
10分の１
100分の１
1000分の１
教材配列についての一考察 5
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⑦野生のメダカを、昔のように増やすには、どんな
ことをすれば良いと思いますか？
芋メダカ事例からねらいや目標設定を立てる方向のテ
キストの例
養殖ヒメダカの形態や飼育環境を通して、「どのよ
うにすれば上手に飼育できるか」に焦点化して、延長
線上で野生のメダカが絶滅の危険があるとの話しに進
め、生活環境に対する興味を引き起こす。
①メダカを飼うにはどうすれば良いかな？
◎水温は？
◎エアポンプは？ 水草は？
◎水草は何のために入れるのだろう？
◎どんな場所に置けば良いだろう？
②メダカのオスとメスの見分け方はどうすれば良い
かな？
③何月ごろに産卵するだろう？
④野生のメダカを見たことがありますか？
・ある ・ない
◎お父さんやお母さんたちが小さい頃、メダカを
採ったり見たりしたことがあるか聞いてみよう。
⑤野生のメダカと養殖のヒメダカとはどんなところ
が違うだろう？
⑥野生のメダカが減ってきた原因はどんなものだろ
う？
Ⅴ．幼児にどちらの教材を提供したら良いか
ねらいや目標設定をしてから、それに見合う事例な
どを探す構成のテキストでは、他の関連領域の概念の
学習、つまり「稲作の昔と今の違い」「生態系の変化」
「メダカの生育環境の変化」などの知識を保持してい
るか、または学習可能な学習者でなければ、こうした
展開は難しいように思われる。そういう意味で、幼児
に学習させるには難しいと考えられる。それに対して、
メダカに焦点化して「どのようにすれば上手に飼育で
きるか」というテキストの構成では、身近な具体的な
メダカを対象にして、それをどう飼育するか、どう飼
育環境を整えるかという問題になり、手足を具体的に
動かして教材との関係を持てるところが、幼児の情報
処理の仕方に見合っている。ピアジェの感覚運動期や
知覚直感期（表象期）では、体を通して考える、しか
も五感全体で理解することがその特徴となっているこ
とから、メダカに密着した学習を進めることが幼児の
情報処理様式から見ると、好ましいと思われる。但し、
このメダカについての学習が進んで、野生のメダカや
その生育環境などについての思考が発展できるのは、
小学校や中学校以降に関連する概念の学習が進むよう
になれば、考えることができるようになると思われる。
このように、幼児期と大学生に対して与える、メダ
カを教材化する場合にも、そのテキスト構成には、学
習者の持っている条件を考慮しながら行わなければな
らないことが明らかである。
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SUMMARY
KohichiTOGI:
Wethinkwehavetosetthegoalorobjectiveforthelearnertostudytheteachingmaterialsfirstly.But,also
theobjectivewouldbedecidedbytherelationbetweentheconditionsofthelearnerandteachingmaterials.
Thisstudyaimstoconsidertheefectoftheorderofpresentingtheteachingmaterialscenteredonmedaka
whichhaslivedaroundthericefield.
Theorderofpresentingtheteachingmaterialswouldbeconditionedtowhatknowledgethelearnershave.So,
weconsideredtheorderofpresentingtheteachingmaterialswhichiscenteredonlifeandbreedingofthemedakato
theyoungchildren,ontheotherhand,orderofteachingmaterialswhichgetstudenttothinkisaboutthethoughtof
eco-systemofenvironmenttothestudents.
Astheresultofpresentingtheteachingmaterialsseparately,contentswhichlearnersacquirewouldbe
diferentfromeachotheroflearners.
(UyoGakuenColege)
AStudyoftheOrderofPresentingTeachingMaterials
－IntheCaseoftheMedakainJapanesecaledPoeciliaLatipesinScientificName－
